















































































































































































































































































































Thomas Tooke， An lnquiη into the Currency PrinciPle， The London School of 
Economics and Political Science， 1959， C1st ed. 1844) I ch. 7，玉野井芳郎訳「通貨原
理の研究』日本評論社， 1948年，第 7章，を参照。









































































































































































































どがしれるというものであるJCKII. CMs. S. 51]. S. 489.ここでは，大谷禎之
90 経 営 と 経 済
介 ii蓄積と拡大再生産J(~資本論J 第 2 部第21章)の草稿について一一『資本論』第
2部第 8稿からー J(上) ~経済志林~ [法政大J49巻 1号， 1981年 7月，所収のマル
クスの草稿による)。
また，この点と関連して，小稿「再生産と蓄蔵貨幣一一信用制度との関連において




における金融媒介機関の発展については， Raymond W. Goldsmith， Financial In-









































1 ~ 6号， 1973年 2月，を参照されたい。ただ，もしTBが論理的に必要とされるに
しても，それは中央銀行が産業資本の資本蓄積に対応した信用までもその金融政策の
対象とせざるをえなくなったことによって，政策の実行のための一つの手段として必
要とされるということで，長期国債のような公信用が資本制的生産にとって必要とさ
れる時期とは性質を異にしている。
26)イギリスにおける公定歩合政策の歴史については，ラルフ・ G.ホートレー(英国
金融史研究会訳)~金利政策の百年』東洋経済新報社， 1977年，を参照されたい。
〔本稿は，証券経済学会九川部会第25回例会(1990年 9月)での報告を再構成したもの
である。〕
